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本庶 佑の名言 

 

偶然を見逃さないことも、科学研究では大切です。 
 科学研究におけるわかりやすい成果とは、おそらく『発見すること』だと思います。そういう意味では科学研究の分野に限らず

“偶然”の大切さは非常によくわかります。スポーツの世界にも身を置いている私は、スポーツにも共通すると感じました。 

これは以前から気になっていることなのですが、選手時代も指導者になってからも、良いプレーをした選手を褒めた時に、

『今のプレーはまぐれです』という言葉が返ってくることがほとんどということです。そのやり取りをするたびに『まぐれだったとしても

自分がやった（できた）ことなのに・・・』と思います。競技や控えめな日本人の『文化』という意味で謙遜しているだけなら問題な

いと思いますが、本当にその程度にしか自分のプレーを認識していないのであれば非常にもったいないことですし、『自信がな

いのかな？』と感じます。結果や競技レベル云々に関係なく、自分が取り組んでいるという事実そのものに対しては自信を持つ

べきだと思いますので、そういった姿勢は非常に“もったいない”ことだと思ってしまいます。 

 このコラムで何度か述べてきたことですが、私は『自分自身に期待する』という姿勢が重要だと思っています。ダメだった時の

ショックや努力が無駄になるような気になるという人もいるかもしれませんが、それは“もうダメなんじゃないか”と自分の可能

性を諦めようとしている自分へのショックではないでしょうか。そういう意味では自分への期待が“足りない”のだと思います。

そうは言ってもダメだった瞬間はショックを受けると思います。『君は期待外れだ』と自分に不合格通知をしても、誰も自分の代

わりはしてくれません。だからこそ『次こそはクリアできるはずだ！』と自分に期待ができた時、人はまたひとつ強くなれると思いま

す。まぐれであっても『一度はできたんだから』と思って再挑戦すれば、今度こそ本当に“狙い通り”で成功する可能性を高め

られる気がします。誰に褒められるよりも“できた！”と実感した瞬間の方が感動が大きいはずです。自分を飛躍させる偶然

に出会うため、自分のアンテナを常に高くしておきましょう！（編集委員：入試広報室 鈴木） 
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